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でんごん
広場

みなさんの情報交換の場
　＝行事案内
　＝会員募集
行

募

元小山川の源流をたずねて
（ふるさとハイキング　約５km）

日時　 ５月20日㈰　午前８時30
分～正午

集合場所　若泉第二公園
費用　１００円（保険料）
問 い合わせ　心豊かな子どもの育
つふるさとづくりの会・諏訪☎
㉑4753

あて先
〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは５月15日㈫必着です。

陶芸クラブせらみ

日時　 毎週水曜日　午後７時～９時
場所　本庄南公民館
費用　入会金５００円　
　　　月会費１,０００円
対象　 夜に活動できる人（初心者

歓迎）
問い合わせ　田野☎726435

本庄市茶道連合会　月釜

日時　  毎月第１日曜日　正午～３
　　　時（８月は休み）
場所　諏訪しぜん亭
費用　月会費５００円
問い合わせ　鈴木☎㉒3633

花すみれ（和服着付教室）

日時　  毎月第２・４火曜日　午後
　　　１時30分～ 3時30分
場所　本庄東公民館
費用　月会費２,０００円
問い合わせ　小林☎㉔7784

桜華カラオケクラブ

日時　 毎月第１・２・３火曜日　
午前９時30分～ 11時45分

場所　本庄西公民館
費用　２,０００円
対象　成人（男性歓迎）
問い合わせ　南雲☎㉔2753

東書道クラブ

日時　 毎月第１・３金曜日　午前
　　　10時～ 11時30分
場所　本庄東公民館
費用　入会金１,０００円
　　　月会費２,２００円
※初心者、見学も歓迎します。
問い合わせ　大沢☎㉒3370

行

募

募

募募

掲載希望や掲載申し込みは、秘
書広報課（☎㉒１１５５）へ
※市ホームページでもご覧いた
だけます。

★６月にお誕生日を迎えるお子さんの写真を募集中です。
（応募いただいた写真は返却できません。）応募多数の場合
は抽選させていただきます。なお、今月は応募多数のため
抽選させていただきました。 ５月生まれのみんな

中
なか

林
ばやし

　勇
ゆう

希
き

ちゃん（児玉町金屋）
〈平成20年生まれ〉

石
いし

橋
ばし

　清
しん

之
の

介
すけ

ちゃん（牧西）
〈平成22年生まれ〉

小
こ

谷
だに

　研
けん

人
と

ちゃん（今井）
〈平成22年生まれ〉

４歳おめでとう。
勇希はわが家の
元気のもと。こ
れからもたくさ
ん遊んで大きく
なってね。

２歳おめでとう。
もうすぐお兄ちゃ
んになるね。こ
れからも元気いっ
ぱいに大きくなっ
てね。

２歳の誕生日お
めでとう。何で
も興味旺盛な研
人君。強くやさ
しい男の子になっ
てね！

山
やま

崎
ざき

　夏
な

凪
な

ちゃん（今井）
〈平成22年生まれ〉

２歳おめでとう。
いたずら大好き、
好奇心いっぱい
のなな。これか
らもたのしく元
気にすごそうね。

小
こ

島
じま

　葵
あおい

ちゃん（緑２丁目）
〈平成23年生まれ〉

祝１歳。これか
らもかわいい笑
顔いっぱい見せ
てね

塩
しお

原
ばら

　詩
うた

ちゃん（児玉町田端）
〈平成23年生まれ〉

１歳おめでとう。
かわいく優しい
子に育ってね。
お姉ちゃんとも
仲良く遊んでね

募



































おめでとう　全国制覇!!　本庄第一高等学校剣道部 （男子）

　３月27日・28日に愛知県春日井市で開催された第21回全国
高等学校剣道選抜大会で、見事優勝を果たしました。
　決勝では強豪九州学院（熊本）を破り、埼玉県勢初の全国制
覇達成の偉業を成し遂げました。
　今後は夏の大会に向け、剣道部男子・女子ともに結果が残せ
るよう初心に帰ってスタートするそうです。
　がんばってください！
優勝報告に来庁した本庄第一高等学校剣道部(男子)のみなさん
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「
ほ
ん
じ
ょ
う
緑
の
基
金
」

へ
の
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

被災地がれきの受け入れについて

催　
　

し

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
不
法
電
波

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
㈮
か

ら
10
日
㈰
ま
で
を
「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と

し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活

動
及
び
不
法
無
線
局
の
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無

線
局
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、

携
帯
電
話
な
ど
の
身
近
な
も
の
か

ら
、
警
察
・
消
防
・
救
急
用
無
線

な
ど
の
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無

線
に
対
し
て
混
信
・
妨
害
を
与
え

る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
や
安
全

を
脅
か
し
ま
す
。

　

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
関
東
総
合
通
信
局

・ 

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨

害
☎
０
３―
６
２
３
８―

１

９
３
９

・ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
０
３―

６
２
３
８―
１
９

４
５

・ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相

談
☎
０
３―

６
２
３
８―

１

９
４
４

　

企
業
や
個
人
の
み
な
さ
ん
か
ら

た
く
さ
ん
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
本
庄
段
丘
斜
面
林

等
の
保
全
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　

◎
寄
附
団
体
（
敬
称
略
）

　

㈱
伊
藤
園
伊
勢
崎
支
店
、
㈱
群

馬
ダ
イ
ド
ー
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン

コ
㈱
、
埼
玉
北
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売

㈱
、
中
川
ス
ト
ア
ー
、
三
国
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
本
庄
支
店

※
募
金
箱
に
も
多
く
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
７

「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考

え
る
会
（
Ｇ
Ｈ
Ｗ
の
会
）」

講
演
会
を
開
催

日 
時　

５
月
13
日
㈰　

午
後
２
時
〜

午
後
５
時

　

受
付　

午
後
１
時
40
分
〜

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

３
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
�

講 

師　

田
中　

志
子　

氏
（
医
療

法
人
大
誠
会
理
事
長
・
社
会
福

祉
法
人
久
仁
会
理
事
長
・
群
馬

県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

長
）

演 

題　

沼
田
で
認
知
症
の
医
療
を

支
え
る
・
工
夫
力
／
チ
ー
ム
力

内 

容　

６
年
ほ
ど
前
か
ら
、
月
１

回
の
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
も
勉
強
会
を
発
展
さ
せ
現

在
は
さ
ら
に
絆
の
強
い
顔
の
見

え
る
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

５
月
１
日
㈫
か
ら
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
フ
ァ
ッ
ク
ス
又

は
電
話
で
左
記
へ

★ 

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

　埼玉県は津波被災地である岩手県野田村周辺のがれ
き（木くず）５万トンを受け入れることを表明し、す
でに県内３か所の民間施設で４万２千トンを処分する
方向で検討しており、残り８千トンの処分が課題となっ
ております。このたび県知事から、各市町村長への協
力要請がなされました。
　野田村は福島第一原発から３１０km離れており（さ
いたま市から福島第一原発までは２１０km）、空間や
がれきの放射能の線量や濃度は、埼玉県内より低いこ
とが確認されています。
　福島県で発生したがれきは同県内で処理することに
なっており、現在他県に要請されているのは、あくま
で福島県以外の、放射能の濃度が低いがれきの処理で
す。がれきはそもそも被災地で焼却し埋めるべきだと
の声もあるようですが、焼却施設や焼却灰等の処分場
の建設には大変な金額と時間がかかります。被災県は
万策尽きて他県に協力を求めているのです。ともに手
を携えてこその国民の絆であると思います。
　現在、本庄市及び美里町、神川町、上里町では、児

玉郡市広域市町村圏組合（児玉広域）で焼却施設（小
山川クリーンセンター）を運営していますが、廃棄物
を焼却した後の灰等については処分場がないため、民
間にお願いしています。実はこれら焼却灰の処分施設
及びその周辺自治体では、被災地からのがれき（木くず）
の焼却灰等の受け入れに慎重です。風評被害を恐れて
いるのが主たる理由です。しかしこの状態が続く限り、
児玉郡市のような自治体は、がれき焼却への協力がし
たくても出来ません。
　先般私は児玉郡内各町長と会議を持ち、焼却灰等の
処分についての出口がしっかり確保されれば、県とと
もに住民の皆様への説明を行い、がれき（木くず）焼
却の協力を児玉広域として行う方向で意見の一致を見
ました。それから県には、改めて、地元への説明、放
射能測定などの条件の整備を要請していくことといた
しました。
　全国的に広域支援の輪を広げ、被災地から一刻も早
くがれきが無くなるよう、私たちも協力して行きたい
と思います。


